
（様式１）

成果となる目標 具体的な行動目標

学力向上に向けた
重点的な目標

年度末評価
（前年度の成果と次年度に向けた課題等）

評価 （指標となる数値等） （成果目標達成のための具体的な手立て等）
教
員
評

（今年度の成果と来年度に向けた課題等）
評価

〇児童一人ひとりが主体的に学習を進める活動(漢字先生やiPadの活用など)を取り入れ、意欲的に取り組むことができ
た。
○学期末の漢字まとめテストで8割以上の達成率をめざし、事前に練習プリント等で学習内容の再確認を行い実施に向
けたことで、基礎基本が定着したと考える。
〇ワークシートなどの記述欄をマス目を用いたり作文プリントを活用したりして、低学年から字数を意識して書く機会を設
定した。
〇図書館司書と連携して、単元に関係する関連本を学年文庫として設置している。
◆漢字のまとめテスト学年平均8割を達成したが、支援を要する児童が一定数いるため、底上げを図っていく必要があ
る。

新
規

教員の指導力向上・児童の
学力向上に資する教科担任
制の効果的な実施
（a,b,c,)

〇教科担任制に関わる保護者・児童・教職員対象のア
ンケートや年度末学校評価(保護者・児童・教職員）に
おいて肯定的評価80％を目指す。

教科担任制によるきめ細やかな指導の充実
　ア）学力向上部会での定期的な教科担任制の成果及び課題検証
　イ）学期毎の保護者・児童・教職員アンケート実施とその変化分析 2.7

〇複数の目で学年の子どもと関わることができるので、子どもの変化に気づきやすく、授
業改善へとつなげていくことができた。
〇担当する教科の指導力は向上することができた。
〇教科担任制は教材研究の時間がとれるため、児童の学力向上も見られた。
◆担当外の教科について指導力の向上は難しく、次年度以降の担当教科指導に不安が
ある。 B

〇授業のすきま時間などに計算プリントやドリルパークの活用を積極的に行い、計算力の向上を図った。
○タブレットの常時持ち帰りに合わせて、ドリルパークの課題を毎週出している。
○ノート指導について学年で取り組みをそろえたことで、基本的なノートの書き方は定着したと考える。
◆「数と計算」領域において全国平均を下回ったが、「知識・技能の事項」において正答率が72.5%から、基本的な計算技
能等は概ね身についている。
◆振り返りの書き方と書く時間について、校内研修などを通して検討を重ねる。

対話的、問題解決的な学び
の実現に向けた授業改善
(b,c)

〇全国学力・学習状況調査における無解答率を減らし
つつ、対話的、問題解決的な学びの項目について、肯
定的評価80％を目指す。

協働的な学びに向けた授業改善の教科別研究の推進
　ア）教科別グループ研究によるOJTの充実(情報交流・実践交流）
　イ）講師招聘による教職員の専門性向上職員(年2回)
　ウ）他地域の先進的な教育実践に学ぶ機会の充実（随時）

2.4

〇グループでの協働学習や話し合い活動を多く取り入れ、児童同士で主体的に問題解
決する姿が見られた。
〇職員の肯定的評価は80％以上を達成している。
◆発表する人、聞く人が固定してきていることがあり、対話的な学びを発達段階に応じて
積み重ねることが必要。
◆学年をまたいだ教科別の授業の交流はとれなかった。

C

〇他学年へのプレゼンテーション等を通して、児童一人ひとりが聞き手を意識して考えたり意欲的に取り組めたりすること
ができた。
〇学習における配布物などはミライシードやオクリンクなどを積極的に活用した。
◆視覚支援の情報に頼りすぎてしまうところがあり、児童の想像力の低下を感じる。

新
規

「特別活動」の研究を通して、
新しい価値を生み出す力を
育み、ともに成長し合う学習
集団作り
(d,e)

〇年度末の学校評価児童アンケートと全国学力・学習
状況調査における「特別活動」の項目において、肯定
的評価80％を目指す。

三田市教育委員会指定研究「新たな指導体制の在り方研究」の推進
　ア）学級活動の研究（授業研究、実践研究、理論研究）
　イ）児童主体の活動への転換、縦割り班活動の導入
　ウ）児童の学校行事の協力の在り方の研究

2.6

〇外部講師を招いた特別活動の研修を定期的に行い、教職員の特別活動に対する意識
の高まりが見られる。視野が広がり、子どもたちに対する手立てが増えた。
〇話し合い活動で、自分の意見をみんなに伝えたり、みんなの意見を聞き、自分の考え
を練り上げたりする経験を積むこと授業でも主体的に考え、認め合う集団へと近づいてい
る。
〇児童は議題ボックスを積極的に活用し、月に1回は話し合い活動を行い、子どもたちの
思いを大切に学級活動を行うことができた。
〇特別活動に対する児童の肯定的評価は80％以上を達成している。
◆子どもたちの考えや意見を十分に引き出すための話し合い活動の充実や時間不足。

B

〇同室複数の指導体制によるきめ細やかな指導により、学習に対して前向きに粘り強く取り組む児童が増えた。
○給食前学習やがんばりタイム参加児童など、個別で学習を行う時間を確保したことで、基礎基本の定着が図られつつ
ある。
〇たんぽぽ隊の読み聞かせ等、読書への楽しみや意欲が向上している。
◆つまずきがあるポイントが単元によって大きい(4年「わり算の筆算」など)ため、次の単元でも前の単元の復習が必要と
考える。

新
規

「三田小家庭学習の手引き」
を活用した家庭学習の充実
(a,b,c,d)

〇年度末の学校評価保護者アンケートでの「家庭学
習」の項目において、肯定的評価70％を目指す。

学習の見通しや目標を明確にして学習する習慣の確立
　ア）低学年の家庭学習の習慣や中高学年の自主学習の
　　    習慣の定着を図る。
　イ）八景中学校区家庭学習の手引き」や「三田小自主学習
　　　の手引き」の活用

1.2

〇ほとんど毎週末に自学の宿題を出し、定着を目指している。
〇今、学習している内容と関連した課題をテーマとして取り上げ、学びにつなげることが
できた。
〇自学ノートコンテストを行い、子どもたちの自学への意識を高めるようにしている。
〇今、学習している内容と関連した課題をテーマとして取り上げ、学びにつなげることが
できた。
〇保護者の肯定的評価は80％以上を達成している。
◆家庭学習の充実のためよいモデルを紹介する。
◆各学年に任せているところが多く、低・中・高学年で家庭学習のめざす姿（目標）を明
確にする。
◆手引きを提示したり、ノートに貼ったりはしているが活用はできていない。

C

〇生指担と学年・学級担任と連携した対応に努めている。
〇計画委員会を中心に、ポスターや放送を使って廊下を歩く呼びかけを行った。
◆教師に対してあいさつをする児童の数が増えたが、児童どうしや地域の方に進んで挨拶するのが難しいと感じるため、
さらに徹底が必要である。
◆黙って掃除をすることなど、学校生活全般において児童からよりよいアイデアが出るようにしていきたい。

生活習慣の改善・確立による
「ゆたかな心」の育成
(d,e)

○学校評価児童アンケートでの「生活習慣」の項目に
おいて、肯定的評価85%以上を目指す。

○学校評価児童・保護者アンケートでの「いじめ」「人
権」の項目において、肯定評価80%以上を目指す。

A：生活習慣の見直しや指導の継続
　ア)「あいさつ運動」を実施し、進んであいさつできる児童をめざす。
　イ)集中して清掃活動に取り組む指導を継続する。
　ウ)廊下の歩き方に対する指導を継続する。
　エ)場に応じた言葉遣いなどコミュニケーション能力を高める。

B：いじめ、不登校の未然防止
　オ)「学校いじめ防止基本方針」にもとづき、迅速な情報共有による早期
発見、早期対応のための取り組みを行う。
　カ)生活アンケート・いじめアンケートを中心とした児童理解を継続する。
　キ)必要に応じて教育相談を実施する。

2.4

〇委員会のあいさつ運動は子どもたちへの挨拶の啓発につながっている。
〇学校評価児童アンケートでの生活習慣の項目の肯定的評価は85％以上である。
〇学校評価児童・保護者アンケートでの肯定的評価80％以上を目指す。
◆廊下の歩き方については、廊下を走っている児童もまだ見られるので、指導の継続が
必要である。
◆けやきルームのサポート体制について改善の必要を感じる。

B

○三人考地域部会で人権標語クラス代表作品を表彰。その後それらの作品を校内掲示し、啓発した。
○毎月に生活アンケート、学期末にいじめアンケートを実施。児童の現状を把握し、課題がある場合は、学級や学年、個
別での話し合いの時間を設けた。また、気になる児童の様子を生徒指導委員会によって共有し、未然防止に力点を置い
た生徒指導の取り組みを継続している。
◆不登校(傾向)児童に対する対応を継続するとともに、「けやきルーム」(SSR)の運営方法を継続して考える。

学校・家庭・地域との連携と
協働の推進
(d,e)

○学校評価保護者アンケートでの「地域連携」の項目
において、肯定的な評価70％以上を目指す。

A：地域連携の充実
　ア)学校運営協議会の計画的な実施による、外部評価を活用する。
　イ)地域の教育力(学校支援ボランティア)を積極的に活用する。
　ウ)HPの定期的な更新、学年通信の配信など、地域・家庭への積極的
な情報発信を継続する。

2.6

〇実技学習の場面で学習ボランティアと連携し、授業の質を高めることにつながった。
〇放課後学習で、子どもたちの学習を行い、個別学習が効果的にすすんだ。
〇総合の学習で防災リーダーの方に来てもらい、防災について教えていただいた。
〇保護者の肯定的評価は80％以上を達成している
◆登下校の見守り隊の方々へのあいさつができている子どもとできていない子どもがい
る。 B

③学習規律・習慣の確立を通
して、「学びに向かう力」を育
成する

○自主学習にこつこつ取り組んでいる児童を紹介するなど、見本やコツを提示した。
〇次年度に向けて、「iPadを活用した家庭学習・自主学習の手引き」を作成した。家庭でも児童がiPadを有効に活用して
「学びに向かう力」の育成を目指す。
◆「家庭学習・自主学習の手引き」は、一年を通して上手な活用ができなかったため、4月当初に習慣を確立し、学年の発
達段階に応じて定期的に手引きの見直しを行う。

B
八景中学校区の小中連携の
継続
(c,d,e)

○学校評価保護者・児童アンケートでの「苦手なことに
粘り強く取り組む姿勢」の項目において、肯定的評価
90％以上を目指す。

A：目標に向かって粘り強く取り組む心の育成
　ア)進んで「自学」、どんどん「読書」、元気に「運動」を継続する。
　イ)児童が主体的に取り組み、つながりを感じられる特別活動の充実を
図る。
B：保幼小中高交流を計画的に行い、校種間の円滑な接続を図る。

2.2

〇交流は行っており、小学生・中学生ともに自分の見方や考え方が広がっている。情報
や生徒指導の面でも交流を定期的に行っている。
〇保護者・児童の肯定的評価は80％以上を達成している。

B

④「特別の教科道徳」の研究
を通して、豊かな人間性を育
む道徳教育の推進を目指す

〇研究推進担当を中心に、研究テーマ「考える楽しさを実感する道徳の授業づくり～中心発問からの問い返しで深め、対
話を活性化させる～」に沿った提案授業を行った。過去5年間の研究実践を活用し、学年研を中心に3回の外部公開を実
施しながら研究を進めた。

A

⑤学校・家庭・地域との連携と
協働を図る

○放課後学習、校外学習の見守り、図書の読み聞かせ、ゲストティーチャー、学習支援など、さまざまなボランティアさん
に協力いただいた。
○2月に地域やボランティアの方々を招待して「感謝の集い」を実施した。
○学校地域運営協議会を実施(6・10・3月)。
◆九九ボランティアなど、新たな活用方法を計画する。

A

⑥八景中学校区の小中連携
を継続する

○今年度も八景中学校区で学力・学習状況調査の合同分析を行い、小中一貫教育の連携を図ることができた。
◆低学年についても自主学習を進めていけるよう指導する。 B

三 田 市 立 三 田 小 学 校

研 究 主 体 【 教 育 課 程 ・ 学 力 向 上 委 員 会 】

学力向上に向けた重点的な目標

（変容を目指す資質・能力）

学 校 教 育 目 標 ひとも自分も　学校もふるさとも　大切にできる　三田っ子の育成 変 容 を 目 指 す 資 質 ・ 能 力 a 知識及び技能　b 思考力,判断力,表現力　c 学びに向かう力　d 自己実現　e 人間関係形成,社会参画

令 和 ７ 年 度 学 力 向 上 指 導 改 善 プ ラ ン 目 指 す 子 ど も の 姿
・ひとも自分も、学校もふるさとも、大切にできる子
・最後まであきらめずに、やりとおそうと努力する子
・あいさつができる元気な子

継続性

学 校 長 足 立 延 也

４月（※全国学力・学習状況調査の結果などを受けて年度途中で変更する場合は削除、追記部分を朱字で修正）

年度末評価

２～３月
前年度

〇「教員評価」は教員対象に実施した自己点検調査結果
　　（０～４の５段階評価）の平均値
〇「評価」は年間の取組みについて、4段階で評価
　　Ａ・・・十分に達成　　Ｂ・・・おおよそ達成
　　Ｃ・・・達成が不十分　　Ｄ・・・ほとんど達成できず

①基礎・基本の定着を図り、
思考力・表現力を育成する

②生活習慣の改善・確立を通
して、「ゆたかな心」を育成す
る

B

B


